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占
領
下
・
戦
後
の
演
劇
運
動

　
本
誌
は
「
文
学
・
映
画
・
演
劇
・
文
化
運
動
研
究
誌
」
を
謳
っ
て
お
り
、
文
学
だ
け
で
な
く
表
象
文
化
を
広
く
扱
う
研
究
誌
で
あ
る
。

演
劇
に
つ
い
て
も
こ
れ
ま
で
諸
論
考
を
掲
載
し
て
き
た
。
こ
の
度
刊
行
す
る
第
八
号
の
特
集
は
、「
占
領
下
・
戦
後
の
演
劇
運
動
」と
題
し
、

一
九
四
〇
年
代
か
ら
一
九
五
〇
年
代
に
か
け
て
の
演
劇
を
め
ぐ
る
状
況
に
光
を
当
て
る
。

　
同
時
期
の
演
劇
史
を
繙
く
と
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
演
劇
運
動
や
築
地
小
劇
場
の
退
潮
後
、
新
協
劇
団
や
新
築
地
劇
団
な
ど
に
よ
っ
て
リ

ア
リ
ズ
ム
演
劇
が
盛
ん
に
な
る
も
の
の
、
国
威
発
揚
を
目
的
と
し
た
移
動
演
劇
に
よ
っ
て
進
歩
的
演
劇
は
影
を
潜
め
、
戦
後
は
そ
の
反

省
の
上
に
立
っ
た
新
劇
運
動
が
展
開
さ
れ
た
後
に
、
三
島
由
紀
夫
や
安
部
公
房
の
よ
う
な
新
世
代
の
劇
作
家
が
輩
出
さ
れ
た
と
さ
れ
て

い
る
。
＊

こ
う
し
た
演
劇
史
の
記
述
を
個
別
に
検
討
す
る
こ
と
で
、
よ
り
詳
細
な
同
時
期
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
、
本
特
集
の
狙

い
で
あ
る
。

　
近
年
の
社
会
状
況
に
対
す
る
反
応
と
し
て
、
演
劇
雑
誌
で
は
戦
争
と
関
連
し
た
特
集
が
組
ま
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、『
悲
劇
喜
劇
』

二
〇
一
五
年
七
月
号
で
は「
演
劇
と
戦
争
　
い
ま
思
う
こ
と
」が
、『
テ
ア
ト
ロ

―
総
合
演
劇
雑
誌

―
』二
〇
一
九
年
八
月
号
で
は「
戦

争
と
演
劇
人
」
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
特
集
の
中
に
は
、
過
去
の
演
劇
を
論
じ
た
記
事
も
散
見
さ
れ
る
。
一
方
で
、
近
年
の
文
学
研

究
誌
で
は
、
演
劇
に
関
す
る
特
集
は
あ
る
も
の
の
、
占
領
下
・
戦
後
の
時
期
の
特
集
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
確
認
さ
れ
な
い
。
占
領
下
・
戦

後
は
演
劇
運
動
の
目
的
や
方
針
が
変
質
し
、
戯
曲
を
観
た
り
演
じ
た
り
す
る
こ
と
の
意
義
が
多
く
語
ら
れ
た
時
期
で
あ
る
。
歴
史
の
影

に
隠
れ
た
演
劇
運
動
や
戯
曲
作
品
は
多
く
残
さ
れ
て
い
る
は
ず
だ
。

　
ま
た
、
歴
史
の
影
に
隠
れ
た
演
劇
運
動
や
戯
曲
作
品
と
、
演
劇
史
上
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
事
象
と
の
関
連
性
を
論
じ
る
必
要
も
あ

る
だ
ろ
う
。
戦
前
期
の
動
向
が
占
領
下
の
演
劇
運
動
と
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
る
の
か
。
占
領
下
の
動
向
が
戦
後
の
戯
曲
創
作
に
ど

の
よ
う
に
連
絡
し
て
い
る
の
か
。
リ
ア
リ
ズ
ム
演
劇
、
国
民
演
劇
、
戦
後
の
新
劇
運
動
と
い
っ
た
区
分
を
俯
瞰
し
、
共
通
す
る
要
素
や

影
響
関
係
、
関
連
性
な
ど
を
踏
ま
え
て
演
劇
史
を
見
直
す
こ
と
も
、
本
特
集
の
目
的
で
あ
る
。
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そ
れ
で
は
以
下
、
各
論
の
概
要
を
確
認
し
よ
う
。

　
天
野
知
幸
「
国
鉄
労
働
組
合
機
関
誌
に
お
け
る
自
立
演
劇
言
説
の
考
察

―GH
Q

／SCAP

検
閲
の
影
響
を
踏
ま
え
て
」
は
、
占
領

下
に
お
い
て
広
が
り
を
見
せ
た
職
場
演
劇
、
い
わ
ゆ
る
自
立
演
劇
を
取
り
上
げ
、
国
鉄
労
働
組
合
関
連
誌
に
お
い
て
、
怠
業
の
一
種
で

あ
る
「
職
場
離
脱
」
が
検
閲
の
対
象
に
な
っ
た
こ
と
に
着
目
す
る
。
そ
の
上
で
、
同
労
働
組
合
関
連
誌
に
掲
載
さ
れ
た
「
七
〇
五
列
車

定
時
」
と
い
う
戯
曲
の
内
容
を
分
析
し
、
怠
業
回
避
の
筋
に
よ
っ
てGH

Q

／SCAP

の
意
向
に
添
い
つ
つ
も
、
そ
の
際
の
職
員
た
ち

の
心
理
的
葛
藤
を
抵
抗
と
し
て
位
置
づ
け
る
。
占
領
下
は
職
場
や
学
校
な
ど
で
ア
マ
チ
ュ
ア
演
劇
が
盛
ん
に
な
っ
た
時
期
で
あ
る
が
、

そ
う
し
た
時
期
の
権
力
と
演
劇
運
動
と
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
し
た
論
考
で
あ
る
。

　
岩
本
知
恵
「
雄
弁
な
「
沈
黙
」

―
植
民
地
主
義
批
判
と
し
て
の
安
部
公
房
「
友
達
」
論
」
は
、安
部
の
リ
テ
ラ
リ
ー
・
ア
ダ
プ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
代
表
作
で
あ
る
「
友
達
」
を
取
り
上
げ
、
家
族
の
描
か
れ
方
に
着
目
す
る
。
自
身
の
家
を
占
拠
さ
れ
つ
つ
も
、
占
拠
し
て
い

る
家
族
の
う
ち
の
女
性
に
家
事
労
働
を
負
担
さ
せ
る
主
人
公
の
設
定
を
、
作
品
の
批
判
的
形
象
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
。
安
部
は
年
譜

や
自
作
を
書
き
換
え
つ
つ
、
そ
の
一
部
を
消
去
し
て
き
た
こ
と
は
、
近
年
の
研
究
に
お
い
て
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
作

者
の
活
動
を
単
な
る
脱
政
治
化
で
は
な
く
、
人
々
の
生
活
の
次
元
に
浸
潤
す
る
植
民
地
主
義
の
批
判
を
目
指
し
た
も
の
と
し
て
見
直
す

論
考
で
あ
る
。

　
加
藤
大
生
「
歴
史
を
爆
砕
し
、
裂
開
す
る
戯
曲

―
花
田
清
輝
「
爆
裂
弾
記
」
を
め
ぐ
っ
て

―
」
は
、
大
阪
事
件
の
風
刺
や
戯
画

化
と
し
て
評
価
さ
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
戯
曲
「
爆
裂
弾
記
」
を
取
り
上
げ
、
同
作
の
余
剰
と
も
言
え
る
諸
要
素
に
着
目
す
る
。
同
作

で
は
明
治
期
の
流
行
歌
が
多
数
引
用
さ
れ
て
い
た
り
、
景
山
英
子
（
の
ち
福
田
英
子
）
を
モ
デ
ル
に
し
た
「
女
壮
士
」
に
独
自
の
形
象
が

与
え
ら
れ
て
い
た
り
す
る
。
一
見
余
剰
の
よ
う
に
も
思
え
る
こ
う
し
た
諸
要
素
を
盛
り
込
む
こ
と
で
、
花
田
は
衝
突
し
つ
つ
集
団
化
し

て
い
く
プ
ロ
ッ
ト
を
形
象
し
て
い
る
。
同
時
期
の
演
劇
に
関
す
る
論
争
の
整
理
や
成
立
過
程
の
解
明
、
作
者
の
演
劇
論
理
解
を
確
か
な

土
台
と
し
つ
つ
、
戦
後
戯
曲
の
読
み
直
し
を
図
る
論
考
で
あ
る
。

　
な
お
、
本
号
に
掲
載
す
る
論
考
は
三
編
で
あ
る
が
、
本
誌
に
こ
れ
ま
で
掲
載
し
て
き
た
占
領
下
・
戦
後
の
演
劇
運
動
を
め
ぐ
る
論
考
も
、
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本
特
集
と
問
題
意
識
を
共
有
し
て
い
る
。
村
田
裕
和
「
歴
史
の
裂
け
目
を
縫
う
よ
う
に
　
貴
司
山
治
「
雷
新
田
」
論
」（
第
二
号
）
で
は

転
向
し
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
の
貴
司
山
治
の
戯
曲
を
分
析
し
て
お
り
、
藤
原
崇
雅
「「
ド
モ
又
」
の
共
済

─
戦
後
上
海
に
お
け
る

日
本
人
居
留
民
の
演
劇
活
動

─
」（
第
六
号
）
で
は
、
上
海
に
お
け
る
居
留
民
演
劇
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
占
領
下
・

戦
後
よ
り
以
前
の
時
期
の
戯
曲
を
対
象
と
し
た
論
考
と
し
て
、
坂
本
彩
香
「
異
和
の
体
　
岸
田
國
士
「
牛
山
ホ
テ
ル
」
論
」（
創
刊
号
）

も
掲
載
し
て
い
る
。
本
号
掲
載
の
諸
論
考
と
あ
わ
せ
て
、
読
ん
で
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

＊
一
九
四
〇
年
代
か
ら
一
九
五
〇
年
代
に
か
け
て
の
演
劇
史
の
記
述
に
あ
た
っ
て
は
、
林
廣
親
「
近
現
代
演
劇
史
早
分
か
り
　
上
・
下
」

（『
戯
曲
を
読
む
術

―
戯
曲
・
演
劇
史
論
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
六
）
や
、
西
堂
行
人
「
リ
ア
リ
ズ
ム
演
劇

―
久
保
栄
と
三
好
十
郎
」「
戦
争
と

演
劇
」「
戦
後
演
劇

―
木
下
順
二
と
千
田
是
也
」（『
日
本
演
劇
思
想
史
講
義
』
論
創
社
、
二
〇
二
〇
）
を
参
照
し
た
。

（
藤
原
崇
雅
）




